日本広報学会第１７回研究発表大会開催要項

主催：日本広報学会（開催校：東京経済大学）

１．統一論題　　「東日本大震災における広報課題～“想定外”のクライシスマネジメント～」

〈趣旨〉

　危機管理はコーポレート・コミュニケーション戦略の重要な課題であり、ほぼ全ての企業で万全のリスク管理マニュアルが完備されているにもかかわらず、今回の震災では、大地震・大津波・原発問題に加えて、停電・燃料不足・放射線汚染・風評被害など、事前の想定を超えた事態が多発し、緊急時の情報発信の方法やリスクマネジメントの想定範囲など、多くの広報課題が問われました。

　そこで本大会では、今回の震災に際し、企業や行政はステークホルダー（消費者・従業員・地域住民・行政機関・株主等）に対してどのような情報発信をしたのか、また組織内のコミュニケーションは危機管理マニュアル通りに機能したのか、想定を超えた震災被害に対してどう対応をしたのか、マスメディアとの連絡体制やWebでの情報発信、福島原発の影響など、多様な分野にわたって「広報課題」についての議論をしていきたいと考えています。

　一般的な危機管理において、自然災害は重要性が高いながらも優先課題は低くなりがちですが、現実に今回の震災では、被害の確認から復旧・支援計画の発表まで、組織内外への双方向コミュニケーションが重要な鍵となりました。産官学一体の研究を標榜する日本広報学会として、クライシスマネジメントにおけるトップのリーダーシップや全国へのメッセージ発信など、コーポレート・コミュニケーション研究の素材を学問的に分析することによって、今後の広報分野の研究発展に寄与できる大会になることを期待しています。

２．会期

　　　　　２０１１年１０月２２日（土）10：00～19：10（懇親会を含む）

　　　　　　　　　　　　　２３日（日）10：00～16：30
　　　　　　　

３．会場

　●東京経済大学国分寺キャンパス　2号館　1～3階　〒185-8502　東京都国分寺市南町1-7-34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tel.042-328-7111

　　　懇親会は6号館　7階　大会議室

４．プログラム
日本広報学会第17回研究発表大会

「東日本大震災における広報課題～“想定外”のクライシスマネジメント」

10月22日

10:00～10:10     開会挨拶

10:10～10:45     日本広報学会賞　発表・表彰式

10:50～12:00     基調講演　「東日本大震災における行政機関の情報発信の課題」

　　　　　　　　　　　　　　内閣・東日本大震災復興対策本部事務局次長　岡本全勝

12:00～13:00     昼食休憩

13:00～15:00     統一論題・パネルディスカッション

　      第一会場：「震災時における企業のクライシス対応」

　　　　　　　　　篠崎良一（共同ＰＲ）、田代順（ミラ・ソル）、明石雅史（明石事務所）

　　　　　　　　　　司会：駒橋恵子（東京経済大学）

　      第二会場： 「東日本大震災における地域コミュニケーション」

　　　　　　　　　山田英彦（北九州市）、横澤靖（福島市）、

藤野正弘（きょうとNPOセンター）、冨田晋司（静岡文化芸術大学）、

司会：河井孝仁（東海大学）

15:10～17:20     統一論題・パネルディスカッション

　        第一会場：「原発問題とコーポレート・コミュニケーションの課題」

　　　　　　　　　　 奥山俊宏（朝日新聞）、瀧井宏臣（ルポライター）、

　　　　　　　　　　　大槻茂（広報戦略研究所）、関谷直也（東洋大学）

　司会：伊藤直哉（北海道大学）

　        第二会場：「メディアから見た震災の広報課題」

　　　        　　　栗原守（読売新聞）、関川修一（テレビ朝日）、

藤代裕之（ＮＴＴレゾナント）、大島愼子 （筑波学院大学）　

司会：村上信夫（放送作家・立教大学）

17:40～19:10     懇親会（会場：６号館７階大会議室）

10月23日

10:00～11:00  特別講演　

「大本営発表とツイッターのはざまで――情報発信の倫理をめぐって」

　　　　　　　　　　　　ＴＢＳテレビ執行役員・「報道特集」キャスター　金平茂紀

11:10～12:40　　統一論題報告、自由論題報告、研究部会報告

12:40～13:30　昼食休憩

13:30～15:30　統一論題報告、自由論題報告、研究会報告

15:40～16:20　大会総括　日本広報学会会長代行　上野征洋（静岡文化芸術大学名誉教授
５．大会参加・予稿集購入などの申込要領

(1)大会参加（懇親会を含む）申込について

大会参加ご希望の方は、別紙「研究発表大会申込書」に必要事項をご記入の上、10月14（金）までに事務局までご提出ください。当日でも参加を受付けます。
(2)予稿集の購入について

　予稿集の購入を希望される方は、「研究発表大会申込書」の所定欄にご記入の上、10月14日（金）までに事務局宛にお申込みください。なお、本大会で発表される方には2部無料でお渡しいたしますので、それ以上希望される場合のみ、追加部数をお書きください。

　予稿集は、大会に参加されない方もご購入いただけますので、「研究発表大会申込書」によりお申込みください。

６．大会参加費・懇親会費および予稿集代

2011年10月14日（金）までの予約前納と大会会場における当日納入があります。それぞれの金額は以下の通りですが、できるだけ前納をお願いします。

(1) 大会参加費

前納：3,000円　　当日納入：3,500円　（学生：1,500円）

(2) 懇親会費

前納：4,000円　　当日納入：4,500円　（学生：2,000円）

(3) 予稿集代

前納および当日納入：１部1,000円

　・予稿集は原則として当日会場受付にてお渡しいたします

(4) 昼食弁当代

両日とも１個1,000円（要予約・前納、「研究発表大会申込書」にご記入下さい。）

　・準備の都合上、昼食弁当は前納のみにて受付いたします。

　　・22日は学内の食堂やコンビニもオープンしておりますが、混雑が予想されます。また、23日(日)は営

業しておりません。

　　・キャンパス周辺にはレストラン等はありませんので、できるだけ弁当を申し込まれることをお奨めい

たします。

　大会参加費および懇親会費を前納された方には、入金確認ができましたら「参加証」をお送りしますので、当日忘れずにご持参下さい。

７．諸費用の振込先

　各予約前納代金は下記口座の何れかにお振込みください。

(1)銀行振込：みずほ銀行丸之内支店　普通預金2453666　　

口座名義　日本広報学会

(2)郵便振替：口座番号　00150-6-540368　　

加入者名　日本広報学会

８．申込用紙は４頁です。
注　　　　意

！複数名での同時振込みは、明細が不明となりますので、ご遠慮願います。

！法人会員代表者以外の方のお振込みに際しては、個人名を先頭に記して（入力）して下さい。

！振込手数料はご本人のご負担とさせていただきます。

日本広報学会第１７回研究発表大会参加申込書

2011年　　月　　日

＜2011年10月  14 日（ 金 ）締切＞

日本広報学会事務局宛に郵送・Ｅ-メール・またはFAX（03-5283-1123）でご連絡下さい。

	ﾌﾘｶﾞﾅ
	

	ご氏名
	

	組　　織
	

	所　　属
	

	役　　職
	

	ご連絡先住所
	〒

	電話／ＦＡＸ番号
	

	Ｅ-mail　アドレス
	


以下の該当する項目の□内にレ印によるチェックをご記入ください。

□大会に出席する　　□１日目　　　　　　

　　　　　　　　　　□２日目

□予稿集を予約する→〔　　　〕部予約　　□予稿集を予約しない

□懇親会に参加する　　　　　　　　　　　□懇親会に参加しない

□弁当を予約する　　□１日目　　　　　　□２日目

　　　　　　　　　
1

